
 1 

入 札 説 明 書 

 

 

１  入札に付する事項  

（１）工事名称 

福井県立大学大規模修繕工事 体育館屋上防水修繕 

 

（２）工事場所 

福井県永平寺町松岡兼定島４－１－１ 

   公立大学法人 福井県立大学 

 

（３）工事期間 

契約締結の日から平成２９年３月２４日（金）まで 

 

（４）工事概要 

共通講義棟 外壁改修 

 

（５）設計額   

９，８００，０００円（消費税および地方消費税相当分を除く） 

 

（６）最低制限価格の設定 

有 

 

（７）入札方式 

制限付き一般競争入札（事後審査） 

 

２  入札に参加する者に必要な資格に関する事項  

    この入札に参加することができる者は、公立大学法人福井県立大学契約事務取扱細則第４条に基 

づき一般競争参加者の資格を有する者で、次に掲げる条件をすべて満たす者とする。  

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４に規定する者でないこと。  

（２）入札の日において現に福井県の指名停止措置を受けている者でないこと。  

（３）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て及び民事再生法（平 

成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされている者については、手続開 

始の決定後、福井県が別に定める手続きに基づく競争入札参加資格の再認定を受けている者であ 

ること。 

（４）福井県競争入札参加資格者名簿に「防水工事」で登録されている者であること。 

（５）福井土木事務所管内に主たる営業所を有する者であること。 

（６）監理技術者等（自社と３か月以上の継続的な雇用関係が確認できる者に限る。）をこの工事の 

現場に配置できること。なお、この工事を落札した場合の契約金額が３，５００万円以上（建 

築一式工事にあっては７，０００万円以上）となる場合には、専任で配置できること。ただし、 

建設業法施行令第２７条第２項に該当する場合は、この限りではない。 

監理技術者にあっては、監理技術者資格者証および監理技術者講習修了証を有するものである 

こと。 

 

３ 入札説明書等の交付等に関する事項 

（１）説明書等の交付場所、契約条項を示す場所、契約に関する事務を担当する部局の名称および 

所在地ならびにこの入札に関する問い合わせ先  

    〒９１０－１１９５  

    福井県永平寺町松岡兼定島４－１－１  

    公立大学法人福井県立大学 財務管理課（担当 山口） 

    電話  ０７７６－６１－６０００ 

（２）入札説明書等の交付場所 
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   本学のホームページ上で公開する。       

 

４ 入札書の提出方法等  

（１）入札書の提出方法 

入札書は、入札の日時に入札の場所へ持参して提出すること。  

なお、郵便等または電報による入札書の提出は、認めない。  

（２）入札の日時および場所  

    ア  日時  

         平成２８年１１月２９日（火）１０時３０分 

    イ  場所  

         福井県永平寺町松岡兼定島４－１－１    

         公立大学法人福井県立大学 附属図書館棟会議室 

      

５  入札の方法 

落札者の決定に当たっては、入札書に記載された金額に、当該金額の１００分の８に相当する額

を加算した金額（加算後の金額に１円未満の端数金額があるときは、その端数金額を切り捨てた金

額）をもって落札金額とするので、入札参加者は、消費税および地方消費税に係る課税事業者であ

るか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の１０８分の１００に相当する金額を

入札書に記載すること。 

 

６ 入札参加資格要件の審査に関する事項  

（１）落札候補者の決定 

予定価格の制限の範囲内の価格で最低制限価格以上の価格をもって申込みをした者のうち、最 

低の価格をもって申込みをした者を落札候補者とする。 

（２）入札参加資格確認申請時の提出資料 

   入札後に、入札参加資格確認申請書等提出依頼を受けた落札候補者は、２日以内に次の書類を 

提出すること。 

ア 入札参加資格確認申請書 

イ 配置予定の現場代理人および監理技術者等の資格、経歴、経験等 

 

７ 入札説明書等に関する質問書の提出期限、提出方法および提出先 

（１）提出期限  

平成２８年１１月２１日（月）１６時 

（２）提出先 

  ３（１）に同じ 

（３）提出方法 

質問がある場合は、質問書（別紙様式１号）に質問内容を記載し、事前に電話連絡のうえ、Ｆ 

ＡＸまたは E-ｍａｉｌで提出すること。（Ｅ-mail の場合は、タイトルを「福井県立大学大規模

修繕工事 体育館屋上防水修繕」とする。） 

（４）本学は、質問に対する回答を書面により速やかに質問者に行う。 

（５）入札説明書等に係らない事項についての質問は、平成２８年１１月２８日（月）１６時まで

とし、電話によるものも認める。 

 

８ 入札保証金に関する事項 

  免除とする。 

 

９ 契約保証金に関する事項 

  契約金額の１００分の１０以上の契約保証金を納付すること。ただし、契約者が保険会社との間

に本学を被保険者とする「履行補償保険契約」を締結し、当該「保険証券」を提供したときは納付

が免除される。 

 

１０ 入札の方法等 
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（１）入札参加者は、入札公告および入札説明書等を熟読し、入札心得（別紙）を遵守の上、入札 

に参加しなければならない。この場合において、入札説明書等に質問があるときは、回答を求 

めることができる。ただし、入札後は、これらの不明の点を理由として異議を申し立てること 

はできない。 

（２）落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の８に相当する額を 

加算した金額（加算後の金額に１円未満の端数金額があるときは、その端数金額を切り捨てた 

金額）をもって落札金額とするので、入札参加者は、消費税および地方消費税に係る課税事業 

者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の１０８分の１００に相当 

する金額を入札書に記載すること。 

（３）入札参加者は、別紙入札参加申請書を平成２８年１１月２８日（月）１６時までに持参によ

り提出しなければならない。 

（４）入札参加者は、別紙様式２による入札書を持参により入札公告に示した日時に提出しなけれ 

ばならない。 

（５）代理人が入札しようとするときは、入札参加者の委任状を持参し、入札開始前に入札執行者 

に提出しなければならない。また、この場合、必ず入札書に代理人名を記載し押印すること。 

（６）入札参加者または入札代理人は、当該入札に対する他の入札参加者の代理をする 

ことはできない。 

（７）入札参加者または入札代理人は、入札書を提出した後は、開札の前後を問わず入札書の引き 

換え、または入札の取り消しをすることはできない。 

（８）開札は、入札参加者または入札代理人を立ち会わせて行う。ただし、入札参加者または入札 

代理人が立ち会わない場合は、入札事務に関係のない職員を立ち会わせて行う。 

 

１１ 入札の無効に関する事項 

公立大学法人福井県立大学契約事務取扱細則第２１条第１項の規定に該当する入札および入札

説明書等に示した入札に関する条件に違反した入札は、無効とする。 

 

<事務取扱細則第 21条第 1項> 

（無効の入札書） 

第２１条 次の各号の一に該当する入札書は、これを無効なものとして処理しなければならない。 

一 入札公告および入札説明書に示した競争に参加する資格のない者の提出した入札書 

二 調達件名および入札金額のないもの 

三 競争参加者本人の氏名（法人の場合は、その名称または商号および代表者の氏名）および押 

印のないまたは判然としないもの。 

四 代理人が入札する場合は、競争参加者本人の氏名（法人の場合は、その名称または商号およ 

び代表者の氏名）、代理人であることの表示並びに当該代理人の氏名および押印のないまたは 

判然としないもの（記載のないまたは判然としない事項が、競争参加者本人の氏名（法人の場 

合は、その名称または商号および代表者の氏名）または代理人であることの表示である場合に 

は、正当な代理人であることが代理委任状その他で確認されたものを除く） 

五 調達件名に重大な誤りがあるもの 

六 入札金額の記載が不明確のもの 

七 入札金額の記載を訂正したもので、その訂正について印の押していないもの 

八 公告等および入札説明書に示した競争参加者等に要求される事項を履行しなかった者の提 

出したもの 

九 その他入札に関する条件に違反した入札書 ※工事入札心得（別紙）に違反した入札書 

 

１２ 再度の入札 

予定価格の制限の範囲内の入札がないときは、再度の入札をすることがある。この場合における

入札の回数は初回を合わせて２回を限度とする。 

なお、再度の入札執行は、前回の開札終了後１０分以内において行うものとする。 

 

１３ 落札候補者決定に関する事項 

（１）この一般競争入札についての入札に係る調達役務の予定価格の制限の範囲内で最低制限価格 
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以上の価格をもって申し込みをした者のうち、最低の価格をもって有効な入札を行った者を落 

札候補者とする。 

（２）前号の場合において、落札となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、直ちに当 

該入札をした者にくじを引かせて落札候補者を決定する。 

（３）前号の場合において、くじを引かない者または立ち会わない者があるときは、これに代えて 

入札事務に関係のない職員にくじを引かせて落札候補者を決定する。  

 

１４ 落札候補者の事後審査および落札者の決定に関する事項 

（１）落札候補者は、平成２８年１２月１日（木）１７時までに次の書類を提出すること。 

ア 入札参加資格確認申請書 

イ 配置予定の現場代理人および監理技術者等の資格、経歴、経験等 

（２）事後審査として落札候補者から提出のあった書類を審査し、入札参加資格要件を満たしてい 

る場合は、該当落札候補者を落札者とする。 

（３）落札候補者が、提出期限までに書類を提出しないとき、または審査の結果、落札候補者が資 

格要件を満たさないことを確認した場合は、その者の入札を無効としその者に通知する。この 

場合には、落札候補者の次に低い価格で入札した者を落札候補者とし、適格者があるまで同様 

の審査を行うものとする。 

 

１５ 入札参加資格要件の審査に関する事項 

（１）落札者の決定 

 落札候補者が入札参加資格を有すると確認され、当該落札候補者を落札者とすべきと決定さ 

れたときは、速やかに通知する。 

（２）入札参加不適格の通知 

 落札候補者が入札参加資格を有していないことを確認した場合は、当該落札候補者に理由を付 

して通知する。 

（３）入札参加不適格理由の請求 

 ア 入札参加不適格の通知を受けた者は、その理由について、書面にて説明を求めることが 

できる。 

 イ アにより説明を求める場合は、通知を受けた日から起算して２日以内に当学に到着させ 

るものとする。 

 ウ 提出場所は３（１）に同じとする。 

 エ イにより書面が提出されたときは、受理した日から起算して５日以内に書面により回答 

するものとする。 

 

１６ 契約書作成の要否および契約条項 

（１）契約締結に当たっては、契約書を作成するものとする。 

（２）契約条項は、契約書（案）のとおりとする。 

（３）契約金額は、入札書に記載された金額に当該金額に対する消費税および地方消費税の額を加算

した額とする。 

 


